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主鏡面の変形はアンテナ性能に直接影響するため、大型電波望遠鏡を用いた観測において主鏡の変形の評価は
非常に重要である。主鏡変形の要因としては、熱変形や重力変形 (静的要因)、風負荷や望遠鏡駆動による変形 (動
的要因)などが挙げられ、静的要因に対しては解析的なアプローチが行われているが、動的要因に対しては解析的
な評価が困難である。そこで、本研究では動的な運動のみを測定することができる加速度計を用いて、主鏡変形
を評価することを目指している。今回我々は、ホモロガス変形法を採用し比較的柔軟な構造に設計されている野
辺山 45 m電波望遠鏡を用いて、2018年春季より主鏡変形計測を行ってきた。
まず 45 m鏡の主鏡バックアップストラクチャ内の左右方向に加速度計を設置し、望遠鏡駆動に伴い発生する

振動の測定・評価を行った。その結果、観測時の主鏡の変位量や左右での振動の位相変化が明らかになり、加速
度計を用いた測定が可能なことを示した (前年会)。
そこで今回、我々は加速度計の増設および主鏡の変形モード決定精度の向上を行った。加速度計を四個増設し、

設置箇所は全部で左、右、天、地、45 deg(天と左の中間点)、中心 (センターハブの真横)の６ケ所とした。また、
温度計を設置することで加速度計の感度の温度変化に対応できるようにした。さらに風向風速を高速サンプリン
グ (2.5 Hz)することで、風と主鏡変形の相関をより詳細に評価できるよう進めている。
本年会では、加速度計の増設および計測装置の敷設方法、最新の測定結果について報告する。


